
 

広島商業高等学校               令和７年度 学 校 評 価 報 告 書 【最終評価】                        令和８年２月１３日 

１ 学校教育目標                         ２ 目指す姿（学校像・生徒像・教師像） 

人と人をつなぎ、多様な力を生み出し、社会に広げる行動的な 

人材を育成する 

 

 

 

○ 自らが課題を認識し、仲間とともに解決に向けて思考・判断し、行動できる 「生きる力」 を育成する学校 

○ ビジネス分野における新たな価値の創造に挑む、商業の「スペシャリスト」を養成する学校 

○ 幅広い「教養」と豊かな「人間性」を身につけさせる学校 

○ 望ましい生活習慣を身につけ、前向きに取り組む生徒 

○ 将来に希望を持ち、望ましい職業観・勤労観を身につけ、進路実現に挑む生徒 

○ 自らの力を試し、仲間と協働して様々な課題に挑み、その取り組みを振り返りながら自らの力を高めていく生徒 

○ 生徒に新しいことに挑戦するきっかけを与え、励まし続ける教職員 

○ 生徒に深い思考を促し、自ら判断して責任を持って主体的に行動する意欲を高め、持続させる教職員 

○ ESD の視点で外部と連携し、生徒に多様な価値観や文化に触れさせ、実践的な学びを創出する教職員 

３ 現状と課題 

〇指導と評価の一体化を図り、学習・指導の改善充実や教育環境の充実等による「主体的・対話的で深い学び」の実現に取り組む。 
〇経済のグローバル化，ICT の進歩，観光立国の流れなどを踏まえ、ビジネスを通して、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人を育成できるように改善・充実を図る。 

〇本校の教育内容と実施状況、学校を取り巻く状況、中学生のニーズ等の分析を行い、中学生にも魅力ある学校づくりに努める。 

４ 目標 

[中期経営重点目標] 

〇思考力・判断力・表現力の育成と学びに向かう内発的動機付けの工夫 
〇道徳教育の充実及び保護者・地域社会との教育ネットワークの充実 

〇業務の明確化と改善策の検討 

[評価指標]  
〇学習評価方法の早期確立と評価の活用による授業改善と学習意欲の向上 
〇いじめや学級内の問題に対する組織的な対応、ＨＰ等で高頻度に学校の魅力を発信 

〇定時退校日の実施頻度 

短期経営重点目標 評価指標／評価結果 主な具体的方策 実施状況 分析結果(○は成果、●は課題、◎は改善点) 
各教科における｢主体的・対話的で
深い学び｣に繋がる授業や実践活
動、自らの言葉で表現する学習活
動や授業研究を推進する。 

 

授業外での学習実績の向上 

 ７０％以上  ６７．３％ 

 

共同学習や対話を取り入れた

授業の実施  ７０％以上 

       ７５．９％ 
ス タ デ ィ サ プ リ の 活 用   
７０％以上 

７５．８％ 

授業外の学習（教科学習、進路実現に向けた活動、振り返り等）

について、主体的に取り組むよう働きかける。 

・進路実現に向けて志望理由や自己ＰＲを考えさせ、

添削した。また、放課後に面接練習をした。 

・進路決定後も検定取得や進路先からの課題に取り組

むように促している。 

○就職、進学ともほとんどの生徒が進路を決定でき

た。 

●進路決定後、一部の生徒に学習意欲の欠如が見受

けられる。 

◎対話により課題の有効活用等で学習意欲の喚起 

共同学習や対話等を取り入れ、生徒の思考が深まり、目標となる

学びとなるよう仕向ける。 

・小中学校において共同学習が盛んであり、本校でも

スムーズに取り組むことができている。 

・市立公開研や新しい学びプロジェクト等、校外の先

生方と関りながら、授業力向上を目指している。 

○対話を大切にする授業が増えたことが、事後の感

想から見受けられる 

●思考が深まるよう、発問の工夫が必要 

◎授業観察を推進し、研修等で価値を確認 

スタディサプリを活用し、視聴時間や学習時間を把握しながら、

目標達成するよう指導する。（１，２年生のみ）。 

・到達度テスト実施後の課題や夏休みの課題を配信し、

朝のＳＨＲや家庭学習での活用を促し、実施した。 

 

○学校での場面設定により、前回と比較し、活用頻

度がやや上昇している 

●配信している教科が偏っている 

◎学習習慣の定着に向け、働きかけを継続する 

社会人に必要な資質や集団におけ
る自己の役割の理解及び責任を果
たそうとする態度を育成する。 
 

当 事 者 意 識 の 芽 生 え    
７０％以上  ６８．８％ 
 
主体的な言動や行動の実践 
７０％以上  ７３．４％ 
 
タイムマネジメントの向上 
７０％以上 

 ７１．２％ 

主体性が高まる教育活動の好事例を共有し、学校全体で新しいこ

とに挑戦する生徒を育成する。 

・各教科の特色ある授業を観察することで興味関心を

高めたり、生徒の個性を育てたりしている。 

・１年間を前後期に分け、教員をグループ化し、生徒

の考える力を可視化する取組を実施した。 

○他教科の授業観察は新しい発見があった。 

●授業観察のスケジュールが合わず、参加する機会

を創出することが難しかった。 

◎授業参観の期間を指定せず、いつ見てもいいこと

とする。 

学校行事や部活動、掃除を通して、自らの役割に気づかせ、集団

行動の社会性を身につけるとともに、お互いに協力し合いながら

取り組ませる。 

・生徒一人ひとりが自らの役割を意識し、時間を守り、

取り組もうとしている。 

・生徒への声掛けや担任への確認により、生徒が行動

するようになっている。 

○時間感覚が芽生え時間を守るようになった。 

●担当教員の指導にばらつきが見受けられた。 

◎生徒の成長につながるよう、目的や指導方法につ

いての協議し、交通認識することが必要。 

時間を意識しながら、自ら考え、計画的に行動できる力を身につ

けさせる。 

・生徒に今後の生活や行動を振り返させ、その記録を

保管し、その後の指導に生かしている。 

・生徒が目標を設定し、友達と協力してお互いに教え

合う取り組みができていた。 

○保護者と連携することで指導が効果的になって

いる。 

●遅刻を繰り返す生徒が固定化している 

◎心配な生徒は保護者との連携を継続する 

業務改善を進め、全教職員一人ひ
とりの毎月の勤務時間外の在校時
間を４５時間以下にする。 
 
 
 
 

全教職員の勤務時間外の在校
時間 
４５時間以下 ６０．２％ 

学年会や分掌において、フォロー体制を確立する。積極的な年休

取得を促し、休みやすい雰囲気を作る。 

・担任間での担当分掌を共有し、業務の分散や効率化

を図れるように取り組んでいる。 

○業務が主任に集中することなく、分担できた 

●保護者や生徒の対応に時間を多く取られる 

◎予防的観点を持ちながら対応する 

部活動や行事等において、計画や体制を整え、円滑な進行を促す。 ・行事について、生徒主体の計画や実施や学年会の分

掌担当者と協力し、新企画を円滑に行うことができた。 

・部活動指導員や複数顧問での分担により、負担を軽

減する体制づくりをしている。 

○行事の立案について、手順を踏みながら提案する

ことで、円滑に行うことができた。 

●部活動において、活動状況に差がある。 

◎分掌の業務や配置についての整理が必要 

ＩＣＴ機器の活用やフォルダ整理を通し、効率の良い業務環境を

整える。 

・ペーパーレスによって、業務内容の短縮ができ、連

絡手段でも活用できている。 

○時間短縮ができている成果が見受けられる。 

●人員不足や仕事量の偏りが見受けられる 

◎分掌の業務や配置についての整理が必要 

５ 学校関係者評価に関する事項（主な意見等）                                             ６ その他の報告事項 

○学校運営協議会委員に参加している地域の方の生の声を直接、生徒に聞かせ、地域課題の共有とその解決を考える取組を行うことで、当事

者意識や主体性が高まり、深い思考ができる生徒が育つのではないか。 

 

 

○安心安全な学校づくりのため、危機管理についての協議を行った。 

○会議前に開始した「商業学習発表会」にもご参加いただいた。 
 

「評価結果」の評価基準について 
４：目標達成 

３：目標を達成していないが、成果が見られる 

２：目標を達成しておらず、成果もあまりないため方策の見直しが必要である 

１：目標を達成しておらず根本的に見直しが必要である 

 

３年 

 

進路 

 

教務 

 

生指 
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２年 

 

１年 

 

特活 

 

総務 

評 価 

（4段階） 

３ 

評 価 

（4段階） 

３ 

評 価 

（4段階） 

３ 


